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このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました
　令和６年第３回議会定例会は、９月５日から11日までの７日間
の日程で開かれました。
　令和５年度決算の認定をはじめ、条例制定・一部改正、広域連
合の規約の変更、備品購入契約の締結、補正予算、教育委員会委
員の任命同意などの議案が提出され、いずれも原案のとおり可決
されました。
　内容は次のとおりです。

髙倉　洋尚　氏（新山）　　　　　　　　　　　　　
任期：令和６年10月７日～令和10年10月６日

山本　正人　氏（鴻草）　　　　　　　　　　　　　
任期：令和６年10月27日～令和10年10月26日

【人事】双葉町教育委員会委員

食品等放射能簡易測定器（非破壊式）購入
契約の金額　７，２６０，０００円

契約の相手方　宝化成機器株式会社

備品購入契約の締結

　行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利

用等に関する法律等の一部を

改正する法律の施行に伴い、

福島県後期高齢者医療広域連

合規約の一部を改正。（関係地

方公共団体の協議）

広域連合の規約の変更

●双葉町下水道事業基金条例の制定
　�　事業会計への移行に伴い、町の下水道施設の建設及び維持管理に要する経費の財源として活用するた
め、基金条例を制定

●双葉町国民健康保険条例の一部改正
　�　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の
施行に伴い改正

条例制定・改正

●復興まちづくり支援業務委託料� １３，２００，０００円

●ため池放射性物質対策業務委託料� ４４，７００，０００円

●双葉駅東地区商業施設駐車場整備測量業務委託料
　� ２２，４００，０００円

●双葉駅東地区商業施設駐車場整備工事� ２５，７２０，０００円

●町道等環境整備業務委託料� １０，０００，０００円

●下水道事業会計補助金� ３３０，７３８，０００円

主な補正予算
（令和６年度双葉町一般会計補正予算）
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第３回
定　例　会
９月５日～11日

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算
及び基金運用状況に関する意見書及び基金運用状況に関する意見書

【総合審査意見】
　令和５年度双葉町一般会計並びに特別会計の審査については、予算執行
状況は適正と認められました。
　一般会計並びに特別会計について、歳入決算総額は、前年度に比べ34億9,423万7,339円（△16.0％）
の減、歳出決算総額は、32億9,017万1,473円（△16.8％）の減となっています。
　不納欠損額については、一般会計、特別会計ともにありませんでした。収入未済額は7,066万8,609円
です。
　財政健全化指標のうち、実質公債費比率は3.1％（３ヵ年平均）で、早期健全化基準の25％を大幅に下
回り、前年度より0.9ポイント改善しています。
　基金は、取り崩しにより前年度より36億3,083万8,303円減少し、現在高は673億8,324万1,654円となっ
ています。 当町の復興を推進していく財源として、後年度の財政負担軽減のためにも、今後も適切かつ
効率的な運用が必要であります。
　各事業において、その多くが国、県から交付される依存財源により執行されておりますが、今後その
補助金等の削減が懸念されるため、国、県への財源確保の要望を並行しつつ、自主財源確保の取組と今
後のシミュレーションを行っていただきたいと思います。
　また、各種税金等については、これまで減免されていたことによる影響が出ることも懸念されます。

「双葉町税、貸付金、使用料等滞納整理対策委員会」を開催し、専門家を入れることなども検討しながら、
適切に対応していただければと思います。
　さらに、整備が進められている公共施設については、建設等に係るイニシャルコストだけではなく、
ランニングコストなど将来にわたる費用も勘案しつつ、管理運営方法についても検討すべきであります。
　最後になりますが、各職員の超過勤務の状況や最終退庁時間を確認させていただきました。特定の課
に超過勤務が集中しており、人員不足と業務量の偏りを感じました。本庁・支所・各課の業務の平準化
を図るため、業務内容と人員配置の見直しについて検討されることを求めます。また、昨年の審査意見
書にもありますが、職員の身体的・精神的負担を考慮し、労働環境の改善と労働時間の管理徹底をお願
いいたします。
　さらに、今後の当町の復興の円滑な遂行を図るため、職員の人員確保を計画的に進めるとともに、そ
のためにも双葉町の置かれている現状に即した手当を含む給与体系についても考慮していかなければな
らないと思われますので検討をお願いいたします。
　　令和６年９月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　双葉町監査委員　石　川　雄　彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　双葉町監査委員　作　本　信　一

【一般会計・特別会計決算】
歳　入� １８３億９，２２８万６，１７４円
歳　出� １６３億２，９２３万２，１３６円
差　引� ２０億６，３０５万４，０３８円

令和５年度決算審査

　下記の監査委員の意見を付して提出された令和５年度決算は右記
のとおり認定されました。
　詳しい内容は、「広報ふたば11月号」４～６ページをご覧ください。
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【 委 員 】 岩本久人委員長、山根辰洋副委員長、作本信一委員、高萩文孝委員
【事  件  名】 �避難指示解除区域及び特定帰還居住区域の除染・解体の現状と今後

について
【調査の目的】 �避難指示解除区域及び特定帰還居住区域の環境整備の現状を調査

し、特定帰還居住区域の避難指示解除をスピーディーに実現し、町
内全域の生活環境整備につなげるため、委員会調査を実施。

【調  査  日】 令和６年７月19日、７月26日、８月７日、８月22日
【調査の内容】 関係各課に対してヒアリングを実施、特定帰還居住区域の現地視察
【調査結果の概要】
　調査の結果、特定帰還居住区域の生活圏の範囲の定義や解除までのスケジュールについて現時点では国か
ら明確な提示はないこと、農地は現段階では営農再開目的の除染は行われないこと、除染・解体の工事発注
の移行期に時間がかかっていること等が分かった。一方で町民から要望があった特定帰還居住区域のバリ
ケード撤去は、バリケード設置を実施しない区域の設定が可能となるなど、前向きな話もあった。
　特定帰還居住区域の避難指示解除に向けての取組を早急に行うためにも、町民に対し手続きを分かりやす
く説明し理解していただく必要がある。

【委員会提案】 
①特定帰還居住区域の除染等の実施に町も積極的に関わること
②除染等の手続き方法について分かりやすく周知すること
③町内全域の避難指示解除に向けた見通しを立てること

産業厚生常任委員会報告

動画でも視聴可能です。
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萩
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。
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９月定例会の採決状況９月定例会の採決状況

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

山
根 

辰
洋

小
川 
貴
永

作
本 
信
一

菅
野 

博
紀

岩
本 

久
人

高
萩 

文
孝

伊
藤 

哲
雄

双葉町下水道事業基金条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町国民健康保険条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

備品購入契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町一般会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町一般会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町国民健康保険特別会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町公有林整備事業特別会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町公共下水道事業特別会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町介護保険特別会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町教育委員会委員の任命について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町教育委員会委員の任命について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任答申 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席

●双葉地方広域市町村圏組合議員の補欠選挙
　�議長指名推選により、小川貴永議員が当選

●�双葉駅東地区商業施設工事（その１）
　請負契約の締結について
　【原案可決】
　契約の金額　３８０，６００，０００円
　契約の相手方　田中建設株式会社

令和６年第２回議会臨時会　８月22日令和６年第２回議会臨時会　８月22日
会議録は
こちらから

【問】山根辰洋
　物価高騰等の条件やスライド条項適用もある
との説明だが、契約金額が上昇した場合の補助
などはあるのか伺う。

【答】町長
　受注者に対しては補助が適用されるが、発注
者の町に対して現在はない。国に対して要望活
動を行っている。

質　疑
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一般
質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただ
すものです。
　ここでは９月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目した
い質問を取り上げます。

町政町政にに切切りり込込む !む !

注目

【 菅野 博紀 議員 】
１．原子力損害賠償について
２．双葉町の避難指示解除について 
３．中間貯蔵施設について
４．除染作業について

【 山根 辰洋 議員 】
１．�町内居住人口増加に向けた多様な住民が住みやすいま

ちづくりについて

２．�双葉町中間貯蔵施設整備等影響緩和交付金の
活用状況と今後について

【 小川 貴永 議員 】
１．原子力損害賠償について

２．不法投棄について

【 岩本 久人 議員 】
１．防災・減災の対策について 

２．協働のまちづくりについて

注目

注目

注目
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答 問
個
別
具
体
的
な
事
情
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償
が
確
実
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う　
　
　

関
係
機
関
と
連
携
し
国
、
東
京
電
力
に
強
く
求
め
る

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
賠
償
で
は
な
い
の
が
実
態
で
あ
り
、

町
が
前
面
に
立
ち
交
渉
す
べ
き
で
は

菅野 博紀 議員

動画でも視聴可能です。

＜菅野議員のその他の質問（概要）＞
●双葉町の避難指示解除について
質　　問：避難指示解除された地域において、郵便物の不達や避難所の問題などがある。

町はどのように想定しどのように対策をしたか伺う。
町長答弁：「広報ふたば」や「ふたば暮らしのしおり」などで周知しており、災害の程

度によって避難所の開放も検討していく。
再  質  問：避難指示解除については、住民投票すべきであったと考えるが町長の考えは。
町長答弁：町長、町議会議員が町民の負託により判断する立場と考える。
再々質問：生活できる環境とは言えず原子力発電所の収束作業も半ばで、町民の意見も

正確に聞くべきだったのでは。
町長答弁：住民投票については、十分議論し住民の理解醸成をはかりながら判断すべき

と考える。
●中間貯蔵について
質　　問：パイロット搬入、つまりは試験搬入のままであるのか伺う。
町長答弁：町としては現在もパイロット搬入が継続しているという認識である。
再  質  問：パイロット搬入の条件であった道路整備などの順番が逆に思うがいかがか。
町長答弁：パイロット搬入については、搬入ルートが何カ所かあり、道路を補修・改修

しながら搬入している。
●除染作業について
質　　問：町内の除染作業で重機が沈んだままとなっているが、このような事故が起き

た場合の対応について伺う。
町長答弁：今回、環境省から速やかな報告がなかったことは遺憾であり、事故発生時の

速やかな報告と安全第一での作業実施の徹底を強く求めていく。

●
原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て

質
　
問

　

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い

て
は
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
賠
償
で
は
な
く
、
漁

業
、
農
業
な
ど
、
現
在
も
賠

償
が
続
い
て
い
る
も
の
が
あ

る
一
方
で
、
商
工
業
に
対
し

て
は
賠
償
は
出
て
い
な
い
現

状
で
あ
る
。
個
人
や
企
業
に

は
、
説
明
や
意
見
を
述
べ
る

場
所
が
な
く
、
町
が
前
面
に

立
ち
交
渉
す
べ
き
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審

査
会
や
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
に
対
し
て

は
、
商
工
業
者
に
対
す
る
営

業
損
害
に
係
る
賠
償
に
お
い

て
も
、
地
域
の
状
況
や
事
業

の
特
殊
性
、
個
別
具
体
的
な

事
情
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
被
害
実
態
に
見
合
っ
た

賠
償
を
確
実
か
つ
迅
速
に
行

う
こ
と
を
申
し
入
れ
て
い

る
。
損
害
が
あ
る
限
り
最
後

ま
で
賠
償
す
る
と
い
う
考
え

の
も
と
、
個
人
、
企
業
の
被

害
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

立
っ
た
賠
償
が
迅
速
か
つ
柔

軟
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
県
や

関
係
機
関
と
連
携
し
強
く
求

め
て
い
く
。

再
質
問

　

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
賠
償
と
い
う
の
は
一
人
ひ

と
り
違
う
も
の
で
あ
る
。
原

賠
審
に
は
町
民
と
の
対
話
の

場
を
持
っ
て
、
町
民
に
対
し

て
賠
償
の
説
明
を
し
て
ほ
し

い
。
一
人
ひ
と
り
事
情
が
違

う
の
に
賠
償
は
一
律
と
い
う

の
は
お
か
し
い
と
思
う
。
原

賠
審
は
当
初
、
多
く
の
被
災

者
が
い
る
の
で
、
生
活
す
る

た
め
の
取
り
敢
え
ず
の
賠
償

額
を
支
払
う
た
め
の
機
関
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
時
が

過
ぎ
町
民
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
よ
う
な
機
関
が
国
に

あ
っ
て
い
い
も
の
か
疑
問
に

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。町

長
答
弁

　

被
害
を
受
け
た
状
況
は

様
々
で
あ
り
、
職
業
に
よ
っ

て
被
害
実
態
が
変
わ
る
の
は

間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

原
賠
審
に
は
個
別
案
件
に
つ

い
て
は
丁
寧
に
寄
り
添
っ
て

対
応
す
る
よ
う
要
望
し
て
い

る
。
町
民
に
対
し
て
の
説
明

は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今

後
原
賠
審
の
会
長
や
委
員
と

話
す
機
会
が
あ
れ
ば
求
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
今
回
は
町

民
の
代
表
と
原
賠
審
の
意
見

交
換
の
場
が
あ
っ
た
。
原
賠

審
の
指
針
は
、
最
低
限
の
賠

償
と
う
た
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
実
情
に
合
っ
た
賠
償
と

い
う
こ
と
は
到
底
容
認
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
実
態
に
即
し
た
賠
償

の
執
行
に
向
け
て
、
町
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

再
々
質
問

　

原
賠
審
の
方
々
と
町
民
、

商
工
業
者
の
代
表
の
話
合
い

の
場
を
持
っ
た
と
い
う
が
、

代
表
の
方
と
ま
た
違
う
立
場

の
方
も
い
る
。
双
葉
町
民
と

の
意
見
交
換
会
を
開
い
て
説

明
責
任
を
は
た
し
て
ほ
し
い

の
で
原
賠
審
と
約
束
を
取
り

付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
答
弁

　

ご
指
摘
の
あ
っ
た
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
申

し
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
が
、
実
現
に
つ
い
て
は
相

手
の
判
断
に
委
ね
ざ
る
を
得

な
い
。
ど
の
職
業
で
あ
っ
て

も
公
平
に
賠
償
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
不
公
平
感

の
な
い
取
組
を
し
て
い
く
。
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答 問
双
葉
町
の
将
来
の
た
め
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い

中
間
貯
蔵
施
設
整
備
等
影
響
緩
和
交
付
金
の
運
用
益
で

小
さ
く
ソ
フ
ト
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
は
い
か
が
か

山根 辰洋 議員

動画でも視聴可能です。

●�

双
葉
町
中
間
貯
蔵
施
設
整

備
等
影
響
緩
和
交
付
金
の

活
用
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て質　

問

　

双
葉
町
中
間
貯
蔵
施
設
整

備
等
影
響
緩
和
交
付
金
３
８

９
億
円
を
基
金
化
し
て
、
各

種
地
域
振
興
策
に
活
用
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
と
思
う
が
、

こ
の
基
金
の
こ
れ
ま
で
の
活

用
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
本
基
金
の
今
後
の
活
用

方
針
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
事
業
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
伺

う
。町

長
答
弁

　

町
に
お
い
て
双
葉
町
中
間

貯
蔵
施
設
整
備
等
影
響
緩
和

交
付
金
基
金
を
設
置
し
、
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要

な
生
活
再
建
及
び
地
域
振
興

等
に
係
る
事
業
に
要
す
る
経

費
の
財
源
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
や

双
葉
駅
自
由
通
路
等
整
備
負

担
金
な
ど
45
億
９
，
５
８
５

万
６
千
円
、
延
べ
27
件
の
事

業
へ
充
当
し
て
き
た
。

　

国
の
復
興
財
源
を
最
優
先

に
活
用
し
た
上
で
、
基
金
事

業
の
対
象
で
あ
る
、
ふ
る
さ

と
と
の
結
び
つ
き
を
維
持
す

る
た
め
の
事
業
、
生
活
空
間

の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
事

業
、
風
評
被
害
緩
和
対
策
事

業
、
人
材
育
成
・
就
業
支
援

事
業
、
地
域
活
性
化
事
業
な

ど
の
９
つ
の
分
野
に
合
致
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
国
と
協

議
の
上
、
基
金
を
活
用
し
て

い
く
。

再
質
問

　

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て

ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
一
方

で
、
予
算
の
使
い
方
や
メ

ニ
ュ
ー
作
り
等
、
基
礎
自
治

体
側
が
事
業
内
容
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
活
用
に
際

し
て
町
側
の
負
担
が
大
き
い

よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
こ
の

基
金
を
有
効
活
用
し
て
い
く

に
は
、
町
側
に
現
状
及
び
事

例
調
査
や
、
調
査
を
も
と
に

事
業
化
す
る
体
制
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
交

付
金
の
よ
り
よ
い
活
用
に
向

け
た
方
針
、
考
え
方
が
あ
れ

ば
伺
う
。

町
長
答
弁

　

国
の
復
興
財
源
か
ら
予
算

化
で
き
る
も
の
を
優
先
し
、

こ
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

大
切
に
活
用
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
前
提

で
あ
る
。

　

国
か
ら
予
算
が
つ
か
ず
、

町
単
独
で
も
や
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
業
は
今
後
必
ず

出
て
く
る
。
そ
う
な
っ
た
と

き
に
、
こ
の
交
付
金
と
い
う

の
が
充
当
さ
れ
る
べ
き
も
の

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

再
々
質
問

　

町
長
の
答
弁
の
と
お
り
、

無
駄
に
使
う
と
い
う
こ
と
は

絶
対
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
特

に
ソ
フ
ト
の
事
業
と
な
る
と

人
に
対
す
る
予
算
に
な
る
た

め
、
実
際
そ
れ
が
ど
の
程
度

反
響
が
あ
る
か
と
い
う
の
は

や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
。
ま
ず
は
計
画
の
中
で

何
が
必
要
か
を
明
ら
か
に
し

て
国
と
調
整
を
し
、
基
金
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

け
る
と
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
小
さ
く
始
め
て
初
期
段

階
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
づ
く
り

を
で
き
る
の
が
理
想
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の

交
付
金
に
は
運
用
益
が
年
間

２
０
０
０
万
円
程
度
発
生
し

て
い
る
と
思
う
が
、
こ
れ
を

活
用
し
ソ
フ
ト
事
業
を
小
さ

く
始
め
る
こ
と
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　

基
金
運
用
益
の
活
用
は
考

え
ら
れ
る
と
思
う
。
双
葉
町

の
将
来
の
た
め
に
な
る
の
で

あ
る
な
ら
ば
考
え
て
い
き
た

い
。

＜山根議員のその他の質問（概要）＞
●�町内居住人口増加に向けた多様な住民が住みやすいまちづくりについて
質　　問：より多くの方が町内居住できるよう、段階的にターゲットの世代を決めて、

施策や開発目標を掲げていく必要があると思うが、町長の考えを伺う。
町長答弁：現状の居住人口が目標に大きく届いていないことは重く受け止めており、

全世代の方々が暮らしやすい環境を整備することが必要であると認識し
ている。まずは基盤となる住宅整備をしっかりと進め、その上で子育て
支援を含めた各世代に対応する施策を展開していく考えである。

再  質  問：例えば子育て世代を呼び込むために、返還義務なしの奨学金制度を創設
するなども考えられると思うが、このようなソフト事業の充実を図って
いくような考えはあるか伺う。

町長答弁：若い世代の人の帰還、移住がなければ町の存続というのは厳しいという
のは自覚している。文教の町双葉町としてどういうふうに町の将来を担
う子供たちを教育するかというのは大命題だと考えている。

再々質問：ソフト事業に関しては行政として取り組みづらいところもあると思うが、
国との調整や支援を受ける上での課題について伺う。

町長答弁：ソフトの部分というのは、町でいろいろ構想してほかの自治体でやって
いないいろいろな発想ということもあり、そういったものを国の担当省
庁に話をすると、なかなか充当できるような予算が当てはまらず時間が
かかってしまうため、スピーディーさを求めると単費になってしまうと
いう問題はある。
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答 問
東
京
電
力
に
対
し
、
町
民
へ
の
水
平
展
開
を
求
め
る
考
え
で
あ
る

中
間
指
針
第
５
次
追
補
の
追
加
賠
償
を
超
え
る
増
額
分
に
つ
い
て
、

町
民
へ
の
水
平
展
開
を
東
京
電
力
に
求
め
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う

小川 貴永 議員

動画でも視聴可能です。

●�

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て

質
　
問

　

中
間
指
針
第
５
次
追
補
の

追
加
賠
償
を
超
え
る
遅
延
損

害
金
、
ふ
る
さ
と
喪
失
慰
謝

料
な
ど
の
増
額
分
に
つ
い

て
、
町
民
へ
の
水
平
展
開
を

東
京
電
力
に
求
め
る
考
え
が

あ
る
か
、
町
長
に
伺
う
。

町
長
答
弁

　

原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す

る
集
団
訴
訟
で
中
間
指
針
を

上
回
る
複
数
の
判
決
が
確
定

し
た
こ
と
を
受
け
、
当
町
は

全
て
の
町
民
へ
確
定
判
決
と

同
様
の
額
で
支
払
う
よ
う
に

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
県
や
近
隣
被
災
自
治
体

と
連
携
し
、
東
京
電
力
へ
の

申
し
入
れ
や
国
へ
の
要
望
を

続
け
た
結
果
「
中
間
指
針
第

５
次
追
補
」
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
東
京
電
力
は

事
故
時
点
に
お
け
る
生
活
の

本
拠
が
大
熊
町
、
双
葉
町
に

あ
っ
た
方
に
対
し
、
避
難
費

用
、
日
常
生
活
阻
害
慰
謝
料

と
し
て
一
人
当
た
り
１
０
０

万
円
な
ど
追
加
賠
償
基
準
を

示
し
、
現
在
賠
償
金
の
請
求

受
付
、
支
払
い
が
進
ん
で
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
中
間

指
針
第
５
次
追
補
を
上
回
る

賠
償
に
つ
い
て
は
、
遅
延
損

害
金
や
ふ
る
さ
と
喪
失
慰
謝

料
な
ど
の
増
額
分
も
含
め
、

東
京
電
力
に
対
し
、
町
民
へ

の
水
平
展
開
を
求
め
る
考
え

で
あ
る
。

再
質
問

　

第
５
次
追
補
に
関
係
す
る

遅
延
損
害
金
と
い
う
の
は
支

払
い
期
限
に
遅
れ
た
場
合
に

損
害
賠
償
と
し
て
支
払
う
べ

き
損
害
金
と
い
う
こ
と
で
、

震
災
発
生
し
て
か
ら
現
在
ま

で
の
利
息
と
考
え
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
率
は
現
在

の
と
こ
ろ
で
約
70
％
、
元
と

な
る
賠
償
金
と
ト
ー
タ
ル
す

る
と
約
１
７
０
％
に
な
る
計

算
で
あ
る
。

　

東
電
に
対
す
る
山
木
屋
地

区
の
裁
判
で
ふ
る
さ
と
喪
失

慰
謝
料
と
い
う
の
が
認
め
ら

れ
た
た
め
、
双
葉
町
で
も
ふ

る
さ
と
喪
失
慰
謝
料
と
い
う

の
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
ふ
る
さ
と

喪
失
慰
謝
料
と
か
遅
延
損
害

金
は
、
平
等
性
と
い
う
意
味

で
、
双
葉
町
民
に
対
し
て
水

平
展
開
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　

遅
延
金
損
害
金
、
ふ
る
さ

と
喪
失
慰
謝
料
に
つ
い
て
、

今
後
水
平
展
開
を
求
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

＜小川議員のその他の質問（概要）＞
●不法投棄について
質　　問：町内における一般廃棄物及び産業廃棄物の不法投棄への町の対応につい

て、町長の考えを伺う。
町長答弁：廃棄物処理法に抵触する犯罪行為であり、町内の景観を損ねるとともに、

イノシシやカラス等の鳥獣被害を助長するなど、極めて不適切な行為で
ある。町では、町内に防犯カメラを設置するとともに、防犯、防災パト
ロール事業業務の委託事業者に対し、不法投棄等を見かけた場合、速や
かに警察に通報するよう指導している。

再  質  問：例えば越田霊園のところに倉庫の跡に一般廃棄物が投棄され、それがど
んどんエスカレートして、産業ガラなどの建設ゴミなどが投棄されてい
る状況となっている。町内はほとんどが帰還困難区域であり、帰還困難
区域でも投棄されるおそれがある。不法投棄は加害者が分かった場合は
当然違法行為になるので、これが個人の場合であれば大体1,000万円の
罰金、法人だったら３億円以下の罰金が科せられる刑罰である。越田霊
園は看板はあるが防犯カメラ等はついていない。大規模になった場合や
緊急の場合は、環境省のほうに不法投棄ホットラインというのがあるた
め、県や環境省のほうと連携していただきたいが、見解を伺う。

町長答弁：町としての取組としては、防犯、防災パトロールの警備強化であるが、
防犯カメラの設置も今検討しているところである。
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答 問
災
害
に
対
す
る
情
報
発
信
を
し
な
が
ら
、
避
難
場
所
と
し
て

活
用
で
き
る
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く

当
町
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う

岩本 久人 議員

動画でも視聴可能です。

●�

防
災
・
減
災
の
対
策
に
つ

い
て質

　
問

　

近
年
頻
発
、
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
当
町

の
災
害
対
策
の
課
題
と
ど
の

よ
う
に
災
害
対
応
に
取
り
組

む
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

土
砂
災
害
お
よ
び
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
本
年
公
開

し
、
危
険
箇
所
を
提
示
す
る

こ
と
で
注
意
喚
起
、
行
政
無

線
戸
別
受
信
機
の
貸
出
、
防

災
情
報
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

防
災
情
報
の
配
信
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
課
題
と
し
て
は

町
が
構
築
し
て
き
た
災
害
対

応
等
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
継
承
、
活
用
で
き
る
備
蓄

倉
庫
や
避
難
場
所
が
少
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
職

員
の
災
害
対
応
ス
キ
ル
の
強

化
に
努
め
、
今
年
度
中
に
備

蓄
倉
庫
の
設
置
、
公
共
施
設

等
の
整
備
を
進
め
避
難
場
所

と
し
て
活
用
で
き
る
施
設
整

備
を
進
め
て
い
く
。

再
質
問

　

８
月
16
日
の
台
風
で
、
い

わ
き
市
で
は
全
域
約
14
万

世
帯
、
34
万
２
０
０
０
人

に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

た
。
郡
内
で
も
浪
江
、大
熊
、

富
岡
、
楢
葉
各
町
で
は
、
各

１
カ
所
の
避
難
所
を
設
け
た

が
、
当
町
で
は
避
難
所
を
開

設
し
な
か
っ
た
。
設
置
し
な

か
っ
た
理
由
と
、
当
町
で
の

避
難
準
備
、
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
の
命
令
を
発
出
す
る

基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
生
活
課
長
答
弁

　

避
難
所
を
設
置
し
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
役
場
庁

舎
内
に
職
員
が
詰
め
て
お

り
、
雨
量
、
河
川
水
位
を
定

点
的
に
確
認
し
て
お
り
、
雨

量
、
風
量
、
水
位
等
は
安
全

な
レ
ベ
ル
と
判
断
し
た
た

め
、
夜
間
の
避
難
所
へ
の
移

動
の
リ
ス
ク
等
を
考
え
、
避

難
所
は
設
置
し
な
か
っ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。
避
難
所

を
設
置
す
る
基
準
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
状
況
等
を
適
切

に
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

再
々
質
問

　

今
回
避
難
所
を
設
置
し
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
高

齢
者
が
不
安
を
感
じ
て
い
る

と
思
う
が
、
避
難
所
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、

河
川
に
つ
い
て
帰
還
困
難
区

域
内
で
は
草
木
の
繁
茂
、
土

砂
堆
積
で
河
道
が
狭
く
な
っ

て
お
り
内
水
氾
濫
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
思
う
が
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。
消
防
団
、
機
能

別
分
団
の
初
動
体
制
は
現
状

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
役
割

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
災
害
対
応
の
支
援
と

し
て
地
元
事
業
者
等
と
連

携
、
協
力
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
も
合
わ
せ
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
る

施
設
の
完
成
前
に
避
難
が
必

要
な
災
害
の
発
生
が
予
測
さ

れ
た
と
き
に
は
、
双
葉
町
役

場
の
開
放
も
検
討
し
て
い

る
。
帰
還
困
難
区
域
上
流
の

部
分
に
は
、
ご
指
摘
の
と
お

り
繁
茂
を
確
認
し
て
お
り
、

早
急
に
県
に
対
策
を
求
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
町
内
居

住
の
消
防
団
員
の
人
数
は
少

な
く
、
町
内
居
住
の
機
能
別

分
団
で
対
応
し
て
い
く
が
、

町
内
事
業
者
等
に
協
力
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町

内
に
居
住
、
常
駐
し
て
い
る

か
も
含
め
て
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

＜岩本議員のその他の質問（概要）＞
●協働のまちづくりについて
質　　問：協働のまちづくりを推進していく上で、現在の取組と課題、今後の取組

について伺う。
町長答弁：協働にはあらゆる機会を生かし、場を設けることが必要である。伝統文化、

スポーツなど機会を捉えて意見交換の場を設け、行政区、自治会の活動
の側面支援を継続し、推進していく。

再  質  問：協働のまちづくりに関しては、全町で取り組むべきもので、協働の目的、
理念を共有すべきと考える。町で実施しているもの、有志で実施してい
るもの、これをさらに住民参加型の協働の事業に発展させていくべきと
考えるが町長の考えを伺う。

町長答弁：伝統文化の行事、町民体育祭、その他民間のボランティアのようなイベ
ントもある。町民の皆さんと接する機会が増えることが、協働につながっ
ていくという考え方で取り組んでいる。

再々質問：先日町内で行われた同時開催の２つのイベントには町内外からいろいろ
な企業の方も参加し大変賑わった。今後イベントに対する情報発信をど
のように行っていくか伺う。また協働という意味で、町内で発足した自
治会組織に、町としてどのように関わるのか伺う。

町長答弁：いろいろなイベントについてはホームページやＳＮＳを活用し、いろい
ろな機会を捉えてお知らせしていく。 町内の自治会の皆さんには帰還
された方、移住された方がしっかりと共生、共助の精神で仲良く過ごし
ていただけるようなサポートをしていきたい。
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福島県町村議会議員研修会福島県町村議会議員研修会　　10月25日　　10月25日
　令和６年10月25日、郡山市「ビッグパレットふくしま」において、県内町村議会議員を対象とした研修
会が行われました。

【研修内容】

〇岐路に立つ議会改革－ポストコロナと集権化の中で－
　　　　明治大学政治学部
　　　　教授　牛山　久仁彦　氏

〇今後の政局・政治展望
　　　　ジャーナリスト、ニュースキャスター
　　　　星　浩　氏

　11月15日、双葉町産業交流センターにおいて、
岡山県総社市議会総務生活委員会の行政視察が
行われました。

【説明事項】
・双葉町の現状について
　�（町外避難者に対する行政サービス・復興の
状況など）

　環境省より下記の事項について説明が行われ
ました。

・中間貯蔵施設事業の状況等について

総社市議会　行政視察　総社市議会　行政視察　 全員協議会　全員協議会　

９月11日９月11日

議会の定例会は年４回
（３月、６月、９月、12月）

開催されます。
　傍聴もできますのでお気軽に
お越しください。
　12月定例会の日程について
は、12月４日頃、ホームページ
でお知らせいたします。

【お問い合わせ先】　
議会事務局　☎0240-33-0309

　双葉町議会ホーム
ページでは、本会議の
日程、議会会議録（平
成23年以降）などを掲
載しています。

議会本会議等の録画配信も
ご覧いただけます。

双葉町議会
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今
号
に
て
、
こ
の
議
会
メ
ン
バ
ー
で
の

議
会
報
制
作
は
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
4

年
間
の
議
会
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

4
年
で
特
定
復
興
再
生
拠
点
の
避
難
指
示

解
除
や
町
内
居
住
の
再
開
、
行
政
機
能
の

町
内
移
転
な
ど
双
葉
町
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

双
葉
町
の
再
生
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
難
し
い
判
断
が
ま
だ
ま
だ
続
き
ま

す
。
多
く
の
方
に
町
へ
の
関
心
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
、
共
に
町
を
作
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、議
会
報
も
含
め
て
、

町
の
情
報
に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
持

ち
続
け
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
お
風

邪
な
ど
め
さ
れ
ぬ
よ
う
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
山
根
）

【
編
集
委
員
会
】委 

員 

長　

作
本　

信
一

　
　
　

副
委
員
長　

山
根　

辰
洋

　
　

委　
　

員　

小
川　

貴
永

　
　

委　
　

員　

伊
藤　

哲
雄

編
集
後
記

双葉町議会事務局
電話:0240-33-0309
FAX:0240-33-0310
メールアドレス:
gikai@town.futaba.fukushima.jp

議会だよりへの議会だよりへの
ご意見･ご感想ご意見･ご感想をを
お寄せください。お寄せください。

議
会
の
う
ご
き

９ 
月

1
日　

福
島
県
芸
術
祭
開
幕
式
典

5
日
～
11
日　

　
　
　

令
和
６
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

8
日　

�

福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
相
双
地
域

大
会

　
　
　

福
島
県
消
防
協
会
双
葉
支
部
幹
部
大
会

12
日　

�

双
葉
駅
東
地
区
商
業
施
設
建
設
工
事
安

全
祈
願
祭

13
日　

双
葉
町
敬
老
会

14
日　

ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
in
ひ
ろ
の

15
日　

�

浪
江
青
年
会
議
所
創
立
45
周
年
記
念
式

典
・
記
念
祝
賀
会

22
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

10 

月

3
日　

双
葉
郡
戦
没
者
追
悼
式

4
日　

議
会
全
員
協
議
会

5
日　

武
藤
容
治
経
済
産
業
大
臣
就
任
あ
い
さ
つ

6
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

7
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議
長
会
議

　
　
　

�

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
・
監
事

合
同
会
議

12
日　

町
民
体
育
祭

16
日　

�

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ

ト
実
行
委
員
会

19
日　

栴
檀
祭

24
日　

�

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
ふ
く
し
ま
の

復
興
・
再
生
に
関
す
る
特
別
決
議
に
基

づ
く
東
京
電
力
へ
の
要
求
活
動

25
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

26
日　

双
葉
町
消
防
団
検
閲
式

31
日
～
11
月
１
日

　
　
　

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト

11 

月

1
日　

浅
尾
慶
一
郎
環
境
大
臣
就
任
あ
い
さ
つ

3
日　

双
葉
町
表
彰
式

6
日　

�

伊
藤
忠
彦
復
興
大
臣
・
輿
水
恵
一
復
興

副
大
臣
就
任
あ
い
さ
つ
・
町
内
視
察

7
日　

大
熊
町
町
政
施
行
70
周
年
記
念
式
典

12
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
要
望
活
動

13
日　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
・
研
修
会

14
日　

議
会
全
員
協
議
会

15
日　

岡
山
県
総
社
市
議
会
行
政
視
察

17
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

18
日　

�

大
串
正
樹
経
済
産
業
副
大
臣
（
原
子
力

災
害
対
策
本
部
長
）
就
任
あ
い
さ
つ

19
日
～
21
日

　
　
　

�

福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会

視
察
研
修

25
日
～
26
日

　
　
　

行
政
視
察
研
修

　
　
　
（�

京
都
府
京
丹
波
町
議
会
・
同
井
手
町

議
会
・
同
久
御
山
町
議
会
）

29
日　

双
葉
地
方
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

双
葉
町
移
住
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
開
所
式

伊藤復興大臣就任あいさつ 武藤経産大臣就任あいさつ


